
[image: image2.emf]ジュニアユースチームの設立について
函館ジュニオールＦＣ　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ⅰ．設立にあたって　　　　　　　　　　　　　　　　　
「お前ってイイヤツだったな」そんな選手達をただ送り出し、あとは遠くで見守るだけ・・・そんなこと、もう何年やってきたのだろう。彼らにこの先なにが必要なのか、そして大きく変われることを一番良く知っていたはずなのに。
相手チームにだっていっぱい居たなあ。彼らが大きく変わっていく未来の瞬間に、同じピッチにいて泣いたり喜んだり、もっともっと一緒にサッカーを続けられたら・・・「イイヤツＦＣ」なんて楽しいだろうな。
・・・・・・・・・・そんな思いが大きく膨らみました。
Ⅱ．設立における精神

人は誰しも「自由」で「楽しい」ことを望みます。そしてそれらは、誰かに貰ったり奪われたりするものではなく、自らが創り出すものなのじゃないでしょうか。
自らを律し主体性を持って進もうとする人を、だれも「管理」なんかしないし「束縛」もしません。
さあ一緒にやらないか、そのことが分かり合える者同志で・・・大好きなサッカーを・・・
・・・・・・・・・・大きく膨らんだ思いに、こんな気持ちを込めて設立しました。

Ⅲ．名　　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　函館ジュニオールＦＣ　U-15　バロンドール

バロンドール：◎黄金のボール　◎欧州年間最優秀選手賞　◎男爵人形

　　

Ⅳ．指　導　理　念

1． 感謝・気配り・感動する心をたくさん持っている人間づくり

2． 頭とこころで理解を深め、積極的に自己表現し行動していける人間づくり

3． そして、サッカーもなかなか出来る「イイヤツ」づくり
Ⅴ．指　導　方　針

1  礼儀・挨拶・整理整頓・知識の吸収・献身的行動の価値を理解し感動できる心の豊かさを育てます。
②　 あらゆる方面に学び、道理としてあるいは精神論としてことの善悪をわきまえ、言動の一致した行動能力を身につけさせていきます。　

　　　③  全てをさらけだし高めあえる選手達と、それを支える環境の中で、サッカー技術の向上と本当に楽しいサッカーとはなんなのかを追求していきます。
Ⅵ．「イイヤツ」→「良い社会人」→「実社会で楽しく豊かな人生」　ﾌﾟﾗｽそこにサッカーがあれば

　ここでの「イイヤツ」とは「取組む姿勢・考え方・表情・言葉遣い等が気持ちいい人」と言ったあたりでしょうか。

中学生になってサッカーを続けるに際し、自分に一番相応しいチームは？と考えたとき、その選択肢をもっともっと広げてあげる必要があります。

サッカー人が実社会で求めたいところの「サッカーに関わりながら楽しくて豊かな人生」を手に入れるためには「自ら社会に通用する高い人間性のベースを築き磨いていくこと」が必要となり、クラブの役割としては「本人自身の気持ちを育て物心両面に及ぶ環境を整えること」が何より大切になる事だと考えます。

　
函館ジュニオールＦＣは、その役割を果たすべく、U-15設立の理念に基づいて小中一貫指導を行っていくことで「サッカーに関わりながら楽しくて豊かな人生を手に入れること」達成への一助となる様尽力して参ります。
さあ一緒にやらないかバロンドールで・・・大好きなサッカーを・・・
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